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2月9日、鐚巻町議会は全国町村議会議長会から
「全国優良町村議会」として表彰されました。
表彰は、公平、公正な議会運営で行政のチェック機
能を発揮し、町執行部との協調を図りながら、積極的
な政策活動で町政発展や住民福祉の向上に努めている
ことが高く評価されたものです。同賞は昭和52年以
来、30年ぶり2度目の表彰となりました。
3月9日、くずまき交流館プラトーで祝賀会が開か

れ、中崎和久議長は「今後も表彰に恥じない議会運営
をするよう、全議員とともに心掛けたい」と決意を新
たにしていました。

優れた議会活動に
栄えある全国表彰

より良い町政実現のため、町民の負託に応える議員の皆さん

「オーライ！ニッポン大賞」の表彰式に
出席した中村哲雄理事長（前列中央）

鐚巻町畜産開発公社（理事長・中村哲雄町長）は3
月14日、全国各地でグリーンツーリズムや体験観光
などを実践している5団体とともに、「第4回オーラ
イ！ニッポン大賞」を受賞しました。
この賞は、都市と農山漁村の共生・対流に関する優
れた取り組みを表彰し、国民に新たなライフスタイル
の普及定着を図るため、オーライ！ニッポン会議や農
林水産省などが主催しています。
昨年12月、グリーンツーリズム大賞を受賞した同

公社は二重の喜びとなり、今後ますます「ふれあい交
流事業」に弾みがつきそうです。

二重の喜び畜産公社
オーライ！ニッポン大賞

鐚巻町商工会サービス業部会（赤坂敏行会長、会員
55人）は3月27日、総合センターで地産地消メニュ
ー開発セミナーを開きました。
テーマは「地元食材を生かした新メニューの開発」。
町食生活改善推進員協議会長の土谷勝子さんを講師に
迎え、地元のそば粉を使って、ひと手間かけた健康料
理の実習をしました。参加者は、そばひっつみやそば
粉のいちご大福、五穀サラダなど出来上がった５品を
試食しながら、「ひっつみがおいしい」「具がいろいろ
入っていて楽しみ」など感想を述べ、お店や家庭の食
卓に並べる新しいメニューのヒントを得ていました。

これならいけるね！
地元食材で新メニュー

そば粉が入った「かりんとう」
を作る参加者
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星野自治会

星野自治会（本地孝見会長、会員122世帯）
は、地区の景観や資源を見直し、それらを生か
した地域づくりに積極的に取り組んでいます。
平成17年6月から「新たな農村コミュニテ
ィの形成」を目的として、「冬部の里づくり」
と同様に岩手大学の広田純一教授や同大の学
生の協力を得て、地域点検を含めたワークシ
ョップを行っています。
18年度は、県の「景観からの地域づくり事
業」の指定を受け、地区内の見どころや暮ら
しをまとめたガイドブック「萩の里ほしの」
を作製し、萩の里公園付近には木製の看板を
設置しました。
2月3日、盛岡市で開かれた景観まちづくり
セミナーでは、本地会長と学生が「地域資源
を生かした美しいむらづくり」と題して活動
内容を発表しました。
18年度最後の「星野を楽しむ会」が3月4日、
星野生活改善センターで開かれました。これ
までの活動を振り返り、自治会として今後ど
のように展開させていくか、実践項目の中か
ら優先度の高い5項目が選ばれました。
本地会長は「地域づくりは、地域住民一人

ひとりが意見や夢、希望を出し合って計画を
作り、創意工夫を凝らした継続的な活動を通
じて実現していくことが必要と考えています。
これまでの活動で共通の目標や計画を作れた
ことは、私たちにとって大きな財産です。今
後は、計画実現に向けて少しずつ楽しみなが
ら地域ぐるみで取り組んでいきたいです」と
さらなる活動に意欲と期待を込めます。
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萩の里のガイドブック
地区の見どころ１冊に

「萩の里ほしの」のガイドブック
（Ａ４判20ページ）


